
福島県における維持管理に係る技術者育成レベル（案）

育成者数

マネジメント技術者の育成
○総合的な維持管理計画を立案できる人
※総合的な維持管理計画を立案できるレベルを目指す
※資格制度のあり方について今後検討する

ＭＥ技術者の育成

○点検計画立案、健全度診断ができる人
※高度な知識を有し、劣化状況等を的確に診断できるレベルを目指す
※既存の資格取得を促すとともに、福島県独自の資格制度を検討する
※今後、５年程度で必要数の育成を目指す

・ ・ ・
コンクリート診断士

（コンクリート工学会）

構造物診断士
（日本構造物診断技術協会）

１級土木技術者
（土木学会）

○基本的な診断知識を有し、点検作業ができる人
※構造物に係る基礎的な知識、及び維持管理の基礎的事項を習得する
※基本的な診断ができる知識を習得する
※今後、３年程度で約５００人の育成を目指す

（今年第１回の講習会を開催予定）

ＭＥ（基礎）技術者の育成

（仮称）
ふくしまＭＭＲコース

本協議会で
育成プログラムを検討
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既存の国登録民間資格

※1:「メンテナンス・エキスパート」構造物等の維持管理に関する高度な知識を持ち、劣化状態等を的確に診断し対処できる技術者を意味する。
※2:「メンテナンス・マネージャー」構造物等の維持・修繕に関する日常的管理や、保全計画の策定等ができる技術者を意味する。

（仮称）
ふくしまＭＥコース
（保全、防災）

（仮称）
ふくしまＭＥ基礎コース

今後、あり方について検討
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